
アカデミアに求められるメインの社会貢献は研究成果の社会実装です。研究成果は論文・学会
発表だけで終わるのはもったいないことで、特許などの知的財産としてもっと活用できる余地が
あります。
「自分の研究をどのように社会実装しようか？」と想像することが知財戦略のスタートです。
「知財はよく分からないけど、自分の研究が知財化できる可能性を知りたい」と考えるライフ
サイエンス系の若手研究者が研究の流れの中で何をすればいいのかを解説します。

2024年
6月28日（金）
17：00～18：15

～若手研究者が研究成果を
 “もっと”活かすための知財戦略～
～若手研究者が研究成果を
 “もっと”活かすための知財戦略～

17：00 ～ 17：05
挨　拶

17：05 ～ 18：15
（質疑応答を含む）

講　演

《対象》学内の医歯薬生命系のライフサイエンス分野の若手研究者

髙岡   裕美

大阪大学 大学院医学系研究科・医学部附属病院 
産学連携・クロスイノベーションイニシアティブ  オフィサー・特任教授（常勤）

岡田　潔

大阪大学 大学院医学系研究科 メディカル・ヘルスケア知財戦略室長
（兼）共創機構 イノベーション戦略部門 知的財産室（医学系分室担当）　特任教授（常勤）

 「若手研究者が研究成果を“もっと”活かすための知財戦略」

産学連携･クロスイノベーションイニシアティブ 
T E L :  06－6210－8204（ダイアルイン）《内線：8204》
E-mail  :  office@cii.med.osaka-u.ac.jp
〒565-0871   大阪府吹田市山田丘２－２　最先端医療イノベーションセンター棟 6F 0602A 室

問い合わせ 参加申込はこちら⇨

ONLINE（LIVE）〈要事前申込〉

学 内 向 け

【主催】大阪大学大学院医学系研究科･医学部附属病院  産学連携･クロスイノベーションイニシアティブ 
大阪大学大学院医学系研究科 メディカル･ヘルスケア知財戦略室

【共催】大阪大学共創機構イノベーション戦略部門 知的財産室


